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　前号では「たちすずか」の泌乳中期牛への給与効果について紹介しました。今号では泌乳前期牛への給与について紹
介します。
　泌乳前期は、乳量の増加に見合うエネルギーを飼料摂取だ
けでまかなうことが困難なために、エネルギーのバランスが
マイナスになる時期です。不足するエネルギーは体内に蓄積
した脂肪で補わることから、体重が減少します。体重が大幅
に減少すると、代謝疾病、繁殖機能に影響することはご承知
のとおりです。
　従来の子実多収タイプの飼料イネ品種は繊維の消化性が悪
く、不消化モミによる栄養ロスが大きいという欠点から、泌
乳前期には、TMR の乾物中割合を 25% 以内に抑えるのが望
ましいとしていました。しかし、茎葉多収タイプの ｢ たちす
ずか ｣ はこれまで紹介してきましたように、従来の飼料イネ
の栄養的な欠点が大きく改善していることから、泌乳中期と
同様に、従来の品種よりも給与割合を高く設定できる可能性
があります。そこで「たちすずか」の泌乳前期牛への給与試
験を行いました。
　「たちすずか」WCS と従来品種の ｢ クサノホシ ｣WCS を用
いて、粗飼料を WCS のみとし、混合割合が乾物中で 25% の

「クサノホシ」、25％および 30％の「たちすずか」の TMR を泌
乳前期牛（分娩～分娩後 98 日）に給与し泌乳成績を比較しま
した。その結果、「たちすずか」は乾物摂取量が多く乳量も期
間を通じて「クサノホシ」より多い傾向がみられました。ま
た、30% の割合で「クサノホシ」を給与すると乾物摂取量が
抑制されますが、「たちすずか」は 30% でも摂取量が維持さ
れていました（表 1、図 1）。これは、｢ たちすずか ｣ の繊維の
消化性が、従来品種より改善したことによるものと推察され
ます。「たちすずか」30% の乳量は、25% よりやや劣りまし
たが、泌乳量はいずれも良好でした（表 1、図 2）。
　乳成分は乳タンパク質率、無脂固形分率が「たちすずか」
で高い傾向がみられ、エネルギー摂取量を反映したものと思
われます。また、乳汁中尿素窒素は泌乳中期の試験と同様に

「たちすずか」で低い傾向がみられ（表 1）、デンプンや糖の第
一胃内での分解量が「クサノホシ」より多かったことがうか
がえます。
　分娩後 1 週時体重に対する体重変化を図 3 に示しました。
前述しましたように、この時期の乳牛は体重が減少していき
ますが、「たちすずか」は体重減少が少なく、回復が早い傾向
がみられました。このことは、繁殖機能回復にも有利と考えられます。
　以上のことから、「たちすずか」は泌乳前期牛への給与においても、良好な泌乳成績が得られました。また、従来の
品種より多給が可能で、TMR の乾物中 30% の割合で給与することができます。
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図１　乾物摂取量の推移

図２　乳量の推移

図３　分別後 1週時体重に対する変化量
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